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　　　6年　藤田 紗輝さん

村民の広場･･･････････････････････ 19

ふるさと鮫川への想い ･･････････ 20

3
月
定
例
会

 14～17第４回鮫川村こども模擬議会
･･････ 6～12一般質問に6議員登壇

 13公共工事の監督改善の要望書提出

･･･ 18第２期 議会モニター委嘱

公営住宅・道路整備など可決！
･･･････････････ 2～53月定例議会 

がんば
って

　　　
くださ

いね！！

鮫川小
入学式



 

３
月
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
６
議
員
が
人
口
流
出

対
策
、
定
住
施
策
な
ど
を
取
り
上
げ
、
村
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
係
る
専
決
処
分

の
報
告
の
後
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
設
置
条
例
の
一
部

改
正
を
含
む
条
例
５
件
、
平
成
28

年
度
補
正
予
算
７
件
、

平
成
29

年
度
予
算
10

件
、
村
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
各
１

件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
２
件
、
辺
地
計
画

の
変
更
４
件
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
・
３
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
を
開
き
、
第
４
日
目
の

現
地
調
査
と
と
も
に
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
平
成
29

年

度
予
算
を
含
め
た
30

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
発

議
１
件
、
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
追
加
提
案
さ
れ

た
人
事
１
件
を
審
議
し
た
後
、
意
見
書
１
件
を
発
議
、
閉

会
中
の
継
続
調
査
を
許
可
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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30億円超え

3月定例会の
あらまし

西
山 
水
口
住
宅
整
備
に
1.1
億
円

　 

道
路
改
良
3
路
線
他
に
1.7
億
円

される大字西山・水口地区

　

10
会
計
の
平
成
29
年
度

予
算
総
額
は
、
44
億
４
９

５
８
万
３
千
円
、
前
年
度

比
１
億
２
９
２
７
万
７
千
円

（
3.0
％
）
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

﹇
左
表
の
と
お
り
﹈

　

一
般
会
計
は
、
30
億
８

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比

１

億

５

０

０

０

万

円

（
5.1
％
）
の
増
額
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
事
業
と

し
て
は
、
ひ
だ
ま
り
荘
ス

プ
リ
ネ
ッ
ク
ス
設
置
及
び

火

災

報

知

装

置

連

動

工

事
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
施
設
改
修
工

事
、
県
単
林
道
事
業

東
前

田
線
舗
装
工
事
、
定
住
促

進
住
宅
整
備
事
業
、
鮫
川

小
学
校
内
線
電
話
設
備
費

な
ど
が
主
な
も
の
。

　

財
源
で
は
、
村
税
な
ど

自
主
財
源
は
微
増
、
地
方

交
付
税
は
国
の
歳
出
総
額

が
削
減
さ
れ
た
こ
と
か
ら

減
少
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

国
県
支
出
金
の
活
用
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
等
の
措

置
を
講
じ
、
第
４
次
振
興

計
画
の
基
本
理
念
「
つ
な

が
り
で
支
え
輝
く
村
づ
く

り
」
実
現
の
た
め
の
施
策

を
進
め
る
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大 樂 勝 弘  村長

3月

定例会
５．１％の増

定
住
イ
ン
フ
ラ
整
備
重
視
の
予
算
編
成
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定住施策を主に平成29年度

一般会計予算

定住促進住宅の整備が期待

前年度比■ この様に決まりました（新年度予算）

事業勘定

直診勘定

特　
　

別　
　

会　
　

計

一 般 会 計

会　計　別

合　　　計

３０億８０００万円

５億４１２５万３千円

６５４９万８千円

１億１５１９万７千円

７８０万円

３２７５万７千円

４億５８１３万円

１１７０万円

１億８８万４千円

３６３６万４千円

１３億６９５８万３千円

４４億４９５８万３千円

２9年度予算額

２９億３０００万円

５億１２７１万４千円

７１８３万８千円

１億６０２０万６千円

７７２万５千円

３３３１万３千円

４億４９４７万７千円

１３７９万８千円

１億５９１万２千円

３５３２万３千円

１３億９０３０万６千円

４３億２０３０万６千円

２8年度予算額

５.１％

５.６％

△８.８％

△２８.１％

１.０％

△１.７％

１.９％

△１５.２％

△４.７％

２.９％

△１.５％

伸び率

３.０％

国保 

簡易水道事業

村営バス事業

集落排水事業

介 護 保 険

交 流 施 設

学 校 給 食

後期高齢者

小 計

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

携
帯
電
話
の
鉄
塔
施
設
を
大
字
赤
坂
東
野
字
官
代
地
内
に
整

備
し
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

県
復
興
支
援
交
付
金
に
よ
る
復
興
事
業
が
完
了
し
た
た
め
廃

止
す
る
も
の
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
に
つ
い
て

◆
請

願

者
　
東
白
川
地
区
連
合
会　

議
長　

陣

野 
 

一
弥

◆
紹

介

議

員
　
京

條 

英

征

◆
附

　

　

託
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◆
審
査
の
結
果
　
採
択

◆
本

会

議
　
全
員
賛
成
で
可
決

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

◆
提

出

者
　
関

根 

政

雄

◆
賛

成

者
　
宗

田 

雅

之  

外
３
名

◆
本

会

議
　
全
員
賛
成
で
可
決

人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
に
同
意

　

佐

藤 

　

博 
（
赤
坂
東
野
字
遠
ヶ
竜
）

条
例
改
正
を
し
ま
し
た

請
願
を
可
決
し
ま
し
た

議
員
発
議
し
、
可
決
し
ま
し
た

人
事
案
件
が
あ
り
ま
し
た

■ 新年度の主な事業と予算です

財産台帳整備業務委託

移動通信用鉄塔建設工事

ひだまり荘スプリネックス設置及び
火災報知装置連動工事

こどもセンター照明ＬＥＤ化施設改修事業

自家用水道施設整備補助金

地域おこし協力隊活動費（１名）   

ふくしま森林再生事業

県単林道事業 東前田線舗装工事

７６０万３千円

６１９２万６千円

３５１７万５千円

４９９万５千円

２６０万円

３７４万１千円

８０００万２千円

９２４万２千円

歳　　　　出

道路維持工事（村道富田山田線、村道
石井草大根屋敷線舗装補修工事他）

道路改良事業（村道新宿古殿線、村道
江掘那倉線外１路線、村道水口大沢線他）

定住促進住宅整備事業
（水口住宅、反田住宅）

高校通学支援金

修明鮫川校村外生徒通学支援金

鮫川小学校内線電話設備費

１９５０万円

１億７３３６万９千円

１億１０００万１千円

１１６４万円

５４０万円

８６万４千円
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議 案

調 査

村
道
整
備
５
路
線
、
定
住
促
進
住
宅

村
道
６
路
線
廃
止
な
ど
を
集
中
審
査

　

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正
や
一
般
会

計
予
算
な
ど
30

件
の
議
案
に
つ
い
て
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正しく計画されているか

金お の使いみち

各常任委員会による議案調査

総務文教
常任委員会

湯
の
田
温
泉
周
辺
の
杉
山
を
伐

採
し
整
備
す
る

答

湯
の
田
地
区
景
観
整
備
事
業
の

内
容
は

問

村
営
住
宅
建
設
の
内
訳
は

産業厚生
常任委員会

問

西
山
水
口
に
１
棟
３
戸
、
富
田
反

田
に
１
棟
２
戸
を
計
画

答

立
木
売
り
払
い
収
入
は

青
生
野
共
有
林
の
村
分

の
売
り
払
い
金

問答

財
産
台
帳
整
備

堆
肥
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

村
有
地
の
台
帳
の
整
備

問答

消
防
施
設
設
置
の
内
訳

蕨
平
地
区
防
火
水
槽
、
消

防
ポ
ン
プ
車
（
酒
垂
）

問答

職
員
の
再
任
雇
用

定
年
延
長
１
名
と
再
任

雇
用
２
名
の
計
３
名
の

雇
用

問答

指
定
管
理
の
更
新

鹿
角
平
観
光
セ
ン
タ
ー

と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

問答

鹿
角
平
施
設
改
修

観
光
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化

問答

村
道
路
線
の
廃
止
は

村
内
の
６
路
線
の
廃
止
後

の
管
理
は
村
が
継
続

問答

大
豆
振
興
対
策
費
内
訳

味
噌
用
ス
テ
ン
レ
ス
攪    

拌
機
、
味
噌
用
製
麹
機
、    

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

問答

道
路
改
良
工
事
の
内
訳

新
宿
古
殿
線
舗
装
、
江
堀

那
倉
線
舗
装
、
水
口
大
沢

線
改
良

問答

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

森
林
整
備
３０
㌶

問答

障
が
い
者
福
祉
事
業
費

自
立
支
援
扶
助
費
他

問答

ひ
だ
ま
り
荘
運
営
費

火
災
報
知
器
他

問答

公
有
財
産
購
入
費

水
口
道
路
改
良
、
反
田
住

宅
の
土
地
購
入
費

問答

村
内
６
箇
所
を
現
地
確
認村道廃道の前沼地内 富田・鍬木田配水池 新宿古殿線（石井草地内）
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補 正

予 算

村
道
廃
止
後
の
管
理
は
？

定
住
促
進
住
宅
（
反
田
）

用
地
購
入
費
な
ど
を
承
認

定住促進住宅として整備が計画される反田住宅（富田地内）

■ ３月臨時補正予算の状況

事業勘定

一 般 会 計

会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

国保

特　

別　

会　

計

9310万2千円増

80万2千円減

41万4千円減

21万7千円増

2847万7千円減

278万9千円減

34億9903万9千円

5億8701万3千円

1億1329万5千円

3502万円

4億3546万3千円

1億455万円

6083万7千円増 49億220万2千円

簡易水道事業

集落排水事業

介 護 保 険

学 校 給 食

■ 3月定例補正予算の主な事業

教育施設整備基金積立

福祉基金積立

公有施設整備基金積立

生活バス路線運行費補助金

7000万円追加

3000万円追加

8246万3千円追加

186万2千円追加

2929万2千円追加

歳　　　　出

歳　　　　入

社会福祉総務費
（繰出金 国保特別会計事業勘定）

1億8696万9千円追加

309万5千円追加

246万3千円追加

地方交付税

立木売払収入

地
方
交
付
税

９
２
６
５
万
９
千
円
追
加

国
庫
支
出
金

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
負
担
金

４
６
０
万
６
千
円
追
加

農
地
等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

４
０
４
万
９
千
円
追
加

財
産
管
理
費

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立

３
１
８
９
万
７
千
円
追
加

公
有
施
設
整
備
基
金
積
立

１
億
１
０
０
０
万
円
追
加

社
会
福
祉
総
務
費

村
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
費
補
助
金

５
０
７
万
１
千
円
追
加

　

第
２
回
臨
時
議
会
は
、
３
月

２８
日
開
催
さ
れ
、
新
た
な
寄
附

金
に
よ
る
奨
学
基
金
設
置
条

例
の
一
部
改
正
を
含
む
条
例
４

件
、
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
６

件
、
区
長
副
区
長
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
の
１１
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全

て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も

９
３
１
０
万
２
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
３４
億
９
９
０

３
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

○○

 

・

 

・○

 

・

 

・○

 

・

一 

般
会
計
（
第
7
号
）

補

正

予

算

地
方
交
付
税
９
２
６
５
万
９
千
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金
４
６
０
万
６
千
円
追
加

一
般
会
計
９
３
１
０
万
２
千
円
追
加
可
決

第２回
臨時議会

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

■ ３月定例補正予算の状況

事業勘定

直診勘定

一　般　会　計

会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

国保

2億523万9千円増

4602万5千円増

474万8千円減

300万円減

90万円減

16万3千円増

2万9千円増

34億593万7千円

5億8781万5千円

6661万3千円

1億1370万9千円

1512万1千円

1億733万9千円

3508万6千円

2億4280万8千円増 48億4136万5千円

簡易水道事業

交 流 施 設

学 校 給 食

後 期 高 齢 者

特　

別　

会　

計

市町村生活交通対策事業費
県補助金

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
２
億

４
2
8
0
万
8
千
円
を
増
額
し
、
併
せ
て
48
億
4
1
3
6
万
5

千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
入
は
地
方
交
付
税
１
億
８
６
9
6

万
9
千
円
。
歳
出
は
教
育
施
設
整
備
基
金
他
の
基
金
積
み
立
て

に
１
億
８
２
７
５
万
3
千
円
、
水
口
大
沢
線
の
用
地
購
入
費
、

反
田
定
住
促
進
住
宅
の
用
地
購
入
費
と
な
り
ま
す
。

　

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
石
井
草
支
線
の
廃
止
後
の

維
持
管
理
は
。　

 

廃
道
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い

村
道
で
あ
る
。
廃
止
後
は
公

衆
用
道
路
と
し
て
管
理
し
て

い
く
。

　

以
前
、
森
の
前
入
り
口
付
近

の
改
良
を
地
域
の
方
が
望
ま

れ
、
着
工
で
き
な
か
っ
た
が
現
在

も
数
人
か
ら
要
望
が
あ
る
が
。

　　

承
知
し
て
い
る
が
、
地
域
の

合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
再
度

要
望
が
あ
れ
ば
相
談
し
た
い
。

問

前
田
武
久
議
員

村
長

答

問

前
田
武
久
議
員

村
長

答

質
疑



京條　英征 議員

鍬木田配水池工事遅

延問題

①

北條　利雄 議員

介護予防・日常生活支援

移住定住支援・起業店

舗支援

ネット上の情報発信

①

②

③

宗田　雅之 議員

人口減少対策

空き家対策

①

②

関根　政雄 議員

環境公社設立と循環

型農山村形成

若者の村外流出対策

と定住策

①

②

（藤田　 渚さん） （石井 萌桂さん）

（鈴木 海晴くん）

村政を村政を

ここが

　聞きた
い！

ただす！！ただす！！
議員6人が登壇

P 7

遠藤　貴人 議員

① 住居事情の現状と対策

P11

前田　武久 議員

①

②

農業用水施設管理

阿武隈南部地区農用

地開発公団参加者　

償還金納入       

P12

P10

P ８

P ９

星　 一 彌 議長
（木之内 結梨さん）

大樂　勝弘 村長
（阿久津 結斗くん）

白坂　利幸 副村長
（中川 妃莉さん）

奥 貫　 洋 教育長
（石井 陽南乃さん）

議会の進行 答 弁 者 出 席 者

さめがわ議会だより第148号　６

（生田目 真歩さん）

堀川　照夫 議員
（鈴木 快雅くん）

関根　英也 議員
（蛭田 柊矢くん）

前田　雅秀 議員
（水野 友暉くん）

出 席 議 員

（鈴木 壮大くん）

（我妻 萌華さん）

似顔絵は

鮫川小学校

4年生に描いて

いただきました。

（最終編）



北

條 

利

雄 

議
員

まめな暮らしが育む高齢者
　 元気プランの実現を目指す

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　

地
域
に
合
っ
た
介
護
予

防
・
生
活
支
援
を
包
括
的
に

提
供
す
る
①
地
域
ケ
ア
会

議
②
認
知
症
初
期
集
中
支

援
③
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制

整
備
④
在
宅
医
療
・
介
護
の

連
携
推
進
の
事
業
体
⑤
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
生
活
支
援

の
担
い
手
の
育
成
・
発
掘
⑥

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
⑦
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
影
響
と
対
策

⑧
筋
力
教
室
、
地
域
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
と
の
連
携
と
整
合

性
を
伺
う
。

　

①
保
健
医
療
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
・
対

応
。
②
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
初
期
支
援

チ
ー
ム
を
置
き
推
進
。
③
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
。
④
国
保
診
療
所
を
核
と

し
、
在
宅
療
養
支
援
の
関
係

機
関
と
の
連
携
。
⑤
見
守
り

や
安
否
確
認
、
家
事
支
援
等

を
新
た
な
視
点
で
体
制
を

質 

問

質 

問

整
備
。
⑥
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
運
営
協
議
会
で
運
営

状
況
等
を
協
議
。
⑦
従
前
の

地
域
支
援
事
業
に
差
異
な

く
移
行
。
⑧
多
様
な
介
護
予

防
事
業
の
見
直
し
と
地
域

や
高
齢
者
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
る
。「
生
き
生
き
と
も

に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮

ら
す
村
」
の
構
築
に
努
め
、

ま
め
な
暮
ら
し
が
育
む
高

齢
者
元
気
プ
ラ
ン
の
実
現

を
目
指
す
。

介護予防・日常生活支援総合事業の
　　　計画策定状況を伺う

問

移
住
・
定
住
に
対
応
す

る
住
宅
購
入
や
起
業
店

舗
支
援
施
策
を
伺
う

答

29

年
中
に
は
支
援

施
策
を
確
立
す
る
。

問

ネ
ッ
ト
上
で
の
情

報
発
信
の
活
用
と

方
針
を
伺
う

答

活
性
化
に
つ
な
が
る

活
用
を
考
え
る

公営住宅宿ノ入団地

７ さめがわ議会だより第148号

　

住
宅
施
策
や
起
業
店
舗

支
援
施
策
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
若
者
・
子
育
て
世
代
や
起

業
希
望
者
へ
の
店
舗
支
援
に

定
め
た
転
換
を
一
層
図
る
必

要
性
が
あ
る
。
情
報
発
信
を

は
じ
め
、
移
住
定
住
起
業
相

談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

す
る
定
住
専
門
部
署
を
設

け
て
村
全
体
の
取
り
組
み

と
す
べ
き
で
あ
る
。
住
宅
購

入
や
起
業
店
舗
支
援
施
策

の
考
え
方
を
伺
う
。

　

空
き
家
物
件
を
紹
介
し
、

屋
主
と
希
望
者
の
交
渉
を

原
則
と
し
て
い
る
。
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
国

等
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
村
独
自
の
補
助

制
度
の
創
設
に
向
け
検
討

が
必
要
な
時
期
で
も
あ
る
。

　

地
域
の
創
業
促
進
策
は
、

創
業
支
援
体
制
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
対
応
す

る
専
門
部
署
は
、
人
材
育
成

を
含
め
た
課
題
で
あ
る
。

　

資
金
調
達
、
用
地
確
保
、

体
制
整
備
等
を
含
め
支
援

策
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。

　

29

年
中
に
は
支
援
施
策

を
確
立
す
る
。

質 

問

　

ネ
ッ
ト
は
日
進
月
歩
の
世

界
で
も
あ
る
。
活
用
は
「
村

民
の
生
の
声
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
村
政
に
反
映
す
る
」

「
ネ
ッ
ト
に
よ
る
政
策
決
定

の『
見
え
る
化
』
と
、
透
明
性

の
高
い
行
政
運
営
を
進
め

る
」の
２
点
に
あ
る
。
①
ア
ク

セ
ス
の
詳
細
②
組
織
体
制

③
活
用
具
合
の
確
認
体
制

④
活
用
度
合
と
支
援
体
制

⑤
活
用
方
針
⑥
村
民
の

ネ
ッ
ト
活
用
⑦
サ
ポ
ー
ト
⑧

情
報
発
信
の
協
力
支
援
体

制
を
伺
う
。

　

①
観
光
関
連
へ
の
情
報

が
上
位
。
②
掲
載
情
報
と
作

成
管
理
基
準
に
準
拠
し
、
適

正
化
に
努
め
る
。
③
運
用
方

針
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て

随
時
、
情
報
発
信
。
④
円
滑

な
職
務
遂
行
を
図
る
体
制

整
備
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
意

識
向
上
研
修
を
実
施
。
⑤
情

報
発
信
体
制
の
充
実
活
用

の
検
討
。
⑥
利
用
機
会
の
増

大
に
伴
う
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
学
習
、
安
全
活
用
を

周
知
。
⑦
教
室
の
開
催
、
相

談
窓
口
の
設
置
を
検
討
。
⑧

協
力
や
支
援
が
必
要
な
場

合
の
仕
組
み
を
検
討
。

　

I
C
T
の
有
効
活
用
は

環
境
を
変
え
る
力
を
持
つ
。

若
者
の
情
報
発
信
能
力
と

高
齢
者
の
知
恵
知
識
と
技

を
融
合
し
、
発
信
で
き
れ
ば

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

な
る
活
用
を
考
え
る
。

村  長

高
齢
者
福
祉



宗

田 

雅

之 
議
員

定住を図るための広畑村営住宅

質 

問

質 

問

　

現
在
、
全
国
的
に
人
口

減
少
局
面
に
入
っ
て
お

り
、
一
定
の
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
と
思
う
が
、
こ

こ
数
年
村
の
人
口
減
少

が
激
し
く
、
大
変
危
惧

問

空
き
家
対
策
を
伺
う

空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
進
め
て
い
く

答

さ
れ
る
。
今
後
の
施
策
を

伺
う
。

　

人
が
定
住
す
る
た
め
に

は
、
働
く
場
所
、
住
む
場

所
が
最
低
限
必
要
な
条
件

再
質
問

再
質
問

再
質
問

さめがわ議会だより第148号　８

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず

は
、
分
譲
地
整
備
、
住
宅

関
連
の
施
策
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
ま
た
住
宅
を
建

て
る
人
に
対
す
る
独
自
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
検
討
し
た
い
。

　

村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
の
中
で
、
就
業

機
会
の
拡
大
に
よ
り
、
人

口
増
加
の
方
向
性
を
つ
く

る
と
あ
る
が
、
拡
大
策
を

伺
う
。

　

自
ら
が
働
く
場
所
を
作

る
、
新
た
な
雇
用
の
場
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
既
存
の
村
施
設

の
努
力
に
よ
り
、
雇
用
の

拡
大
を
図
る
。

　

多
く
の
雇
用
の
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
建
設
会
社

な
ど
、
村
企
業
へ
の
支
援

も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た

村
施
設
で
の
人
づ
く
り
に

　

年
々
空
き
家
が
増
加
す

る
中
、
空
き
家
の
現
況
調

査
を
行
っ
た
と
思
う
が
、

調
査
結
果
を
受
け
て
の
施

策
は
。
ま
た
空
き
家
条
例

制
定
の
考
え
は
。

　

空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
、
村
が
取
り
組
む

べ
き
対
策
に
つ
い
て
の
全

体
的
な
方
針
と
組
織
体
制

を
確
立
し
、
今
ま
で
以
上

よ
り
雇
用
を
増
や
せ
る
の

で
は
。

　

常
々
、
気
を
付
け
て
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

も
、
気
が
つ
い
た
点
は
注

意
指
導
し
て
頂
き
た
い
。

　

将
来
的
に
様
々
な
観
点

か
ら
可
能
性
を
探
る
、

未
来
志
向
の
施
策
も
大

事
で
あ
る
。
施
策
検
討

の
た
め
の
組
織
づ
く
り
の

考
え
は
。

　

新
た
な
目
標
も
必
要
で

あ
る
が
、
今
ま
で
の
施
策

に
磨
き
を
か
け
れ
ば
ま
だ

ま
だ
先
が
明
る
い
の
で
は

と
考
え
る
。

に
進
め
て
行
く
考
え
で
あ

る
。
空
き
家
条
例
に
関
し

て
は
、
村
独
自
の
条
例
を

検
討
し
て
き
た
が
、
当
面

は
条
例
化
せ
ず
、
国
の
空

き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
を
も
と

に
対
策
を
進
め
て
い
る
所

で
あ
る
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

今迄の施策に磨きをかけていく村  長

人口急減策を問う定

住

策



答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁
（
地
域
整
備
課
長
）

質 

問
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完成した鍬木田配水池（富田地区）

　

鍬
木
田
配
水
池
の
工
事

入
札
に
つ
い
て
、
一
回
目

が
不
落
に
な
っ
た
の
で
、

翌
日
に
請
負
業
者
が
落
札

し
て
い
る
。
入
札
の
公
告

で
は
、
回
数
は
一
回
と
し

落
札
者
が
無
い
と
き
は
終

了
す
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
二
回
目
の
入
札
を
実
施

さ
れ
た
の
は
、
地
方
自
治

法
や
、
村
の
財
務
規
則
の

条
文
を
適
用
さ
れ
た
の
か

説
明
願
う
。

　

ま
ず
、
こ
の
遅
延
問
題

は
、
私
の
監
督
不
行
き
届

き
で
あ
り
、
係
員
共
々
お

詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

二
回
目
の
入
札
は
、
地

方
自
治
法
施
行
令
１
６
７

条
、
村
財
務
規
則
１
１
９

条
の
規
定
を
適
用
し
て
い

る
。
運
用
に
関
し
て
は
、

会
計
検
査
院
で
参
事
官
を

歴
任
さ
れ
た
高
橋
先
生
の

著
書
に
も
記
述
が
あ
り
、

引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

入
札
に
問
題
が
あ
っ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　

終
わ
っ
て
い
る
筈
の
入

札
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次

の
日
に
落
札
し
た
そ
の
根

拠
と
な
る
規
則
や
法
律
の

ど
の
条
文
を
適
用
し
た
の

か
を
聞
い
て
い
る
。
１
６

７
条
と
１
１
９
条
、
公
告

の
条
件
に
整
合
性
が
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

長
々
と
説
明
頂
い
た
が

そ
れ
は
郵
便
入
札
と
、
持

参
入
札
と
の
両
方
を
認
め

た
入
札
が
一
回
で
落
札
し

な
か
っ
た
場
合
の
解
説
で

あ
っ
て
、
私
が
示
せ
、
と

聞
い
て
い
る
法
律
で
も
規

則
で
も
な
い
。
今
回
の
入

札
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し

て
も
「
一
回
」
で
終
わ
り

で
あ
り
「
再
度
公
告
」
に

よ
る
入
札
し
か
で
き
な
い

の
に
翌
日
入
札
し
た
の
で

す
よ
と
申
し
上
げ
て
次
の

質
問
に
入
る
。

　

村
長
就
任
以
来
今
回
の

よ
う
に
一
回
で
落
札
し
な

か
っ
た
例
は
あ
っ
た
か
。

　

二
度
あ
っ
た
。

　

今
回
の
問
題
の
核
心

は
、
財
務
規
則
と
公
告
の

入
札
条
件
に
整
合
性
が
な

い
よ
う
な
の
で
適
切
に
執

行
で
き
る
制
度
に
し
た
ら

ど
う
か
と
質
し
て
い
る
。

　

実
務
経
験
の
一
番
長
い

副
村
長
に
伺
う
。
県
内
市

町
村
の
入
札
の
仕
組
み
を

調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
や

り
方
で
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

整
合
性
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
問
題
な
い
」

と
の
答
弁
だ
と
理
解
し
ま

し
た
。
私
が
調
査
し
た
中

で
参
考
に
な
る
と
思
っ
た

大
玉
村
の
事
例
を
紹
介
す

る
。
直
接
出
向
い
て
調
べ

て
き
た
内
容
は
本
村
に

と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に

な
る
と
思
う
。

　

「
大
玉
村
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
心
得
」
「
財

務
規
則
」
「
工
事
請
負
契

約
約
款
」
な
ど
村
独
自
の

規
定
を
整
備
し
て
い
る
。

　

公
共
工
事
の
入
札
は
、

透
明
性
、
競
争
性
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
民
、
村
民
の
血
税
を

使
う
か
ら
で
あ
り
、
鍬
木

田
配
水
池
の
件
で
多
く
を

質
す
意
味
は
正
に
そ
こ
に

あ
る
。
議
員
と
し
て
の
義

務
で
あ
り
責
任
が
あ
る
。

　

し
か
し
今
回
の
質
問
に

は
多
く
の
前
向
き
な
答
弁

を
頂
い
た
。
二
度
と
こ
の

よ
う
な
指
摘
を
受
け
な
い

よ
う
急
ぎ
整
備
す
べ
き
。

　

入
札
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
今
回
、
工
事
遅
延

と
い
う
結
果
を
招
い
て
お

り
、
大
玉
村
な
ど
の
事
例

も
参
考
に
整
備
す
る
こ
と

を
、
今
回
の
工
事
遅
延
の

責
任
を
と
り
約
束
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

京

條 

英

征 

議
員

再
質
問

再
質
問

再
質
問

私の監督不行き届きであり、
お詫び申し上げ改善に向け交渉中

鍬木田配水池の工事遅延問題を問う

村  長

入

札

制

度



関

根 

政

雄 
議
員

　

本
村
は
集
落
間
の
共
助

の
精
神
よ
り
、
環
境
が
守

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
今

後
は
住
民
の
自
助
力
、
共

助
力
に
も
限
度
が
あ
る
。

雇
用
創
出
な
ど
、
将
来
的

な
循
環
型
農
山
村
形
成
の

視
野
に
立
っ
た
「
環
境
公

社
の
設
立
」
が
急
務
で
は

な
い
か
。

 

公
社
を
設
立
、
運
営
し
て

行
く
た
め
に
は
、
活
動
に
見

合
っ
た
対
価
と
組
織
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
財
政

措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

舘
山
景
観
創
出
事
業
の

た
め
、
担
い
手
の
確
保
、
育

成
に
向
け
た
協
議
会
を
設

立
し
検
討
す
る
。

　

中
山
間
直
接
支
払
制
度

の
今
後
の
国
の
取
り
組
み

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

国
の
法
改
正
が
な
い
限

り
こ
の
制
度
は
続
く
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

環境保全に欠かせない里山管理作業

問

若
者
の
村
外
へ
の
流
出
対

応
策
と
定
住
策
を
示
せ

答

公
営
住
宅
や
宅
地

分
譲
地
造
成
を
計

画
し
て
い
る
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環
境
公
社
に
雇
用
創
出

を
生
み
、
若
い
村
民
の
給
与

体
系
や
福
利
厚
生
を
充
実

さ
せ
る
な
ど
、
継
続
可
能

な
強
い
組
織
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

公
社
設
立
は
平
成
３６

年

を
目
指
し
て
い
る
。
意
欲
的

な
青
年
を
育
て
、
公
社
で
働

く
社
員
の
給
与
体
系
も
充

実
さ
せ
た
い
。

　

村
公
営
住
宅
の
家
賃
の

高
騰
な
ど
を
理
由
に
他
市

町
に
転
出
す
る
若
者
が
増

え
て
い
る
。
若
者
を
含
む
定

住
人
口
を
確
保
す
る
施
策

と
し
て
次
の
各
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
公
営
住
宅
の
入
居
条
件

や
家
賃
の
条
例
を
改
定
で

き
な
い
か
。

②
入
居
者
と
の
懇
談
会
を

定
期
的
に
実
施
し
意
向
や

実
態
を
把
握
す
べ
き
。

③
各
地
域
に
「
小
規
模
分

散
型
条
件
付
宅
地
」
を
造

成
す
べ
き
。

④
村
内
に
新
築
す
る
若
者

へ
の
「
新
築
助
成
金
制
度
」

や
「
空
家
改
修
費
用
負
担

助
成
」な
ど
の
制
度
を
条
例

化
す
べ
き
。

⑤
人
口
減
対
応
策
に
つ
い

て
、
関
係
者
や
学
識
者
を

交
え
て
、
住
民
参
加
の
懇

談
会
を
定
期
的
に
開
催
す

べ
き
。

①
公
営
住
宅
建
設
時
に
国
の

税
金
が
投
入
さ
れ
、
公
営
住

宅
法
で
家
賃
が
決
定
さ
れ
る

た
め
に
改
定
は
難
し
い
。

②
定
住
促
進
住
宅
へ
の
住

み
替
え
な
ど
の
懇
談
を

行
っ
て
い
る
。

③
平
成
２９

年
度
に
分
譲
住

宅
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

場
所
は
村
有
地
の
旧
泰
斗

の
跡
地
で
あ
る
。

④
若
者
の
村
内
定
住
を
誘
導

促
進
す
る
た
め
の
支
援
策
と

し
て
必
要
な
施
策
で
あ
る
。

⑤
高
齢
化
社
会
と
人
口
減

少
問
題
は
村
全
体
と
し
て

危
機
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
。
大
き
な
視

点
で
真
剣
に
取
り
組
む
。

　

村
内
へ
新
築
す
る
際
の

助
成
金
の
条
件
と
し
て
、
地

材
地
建（
地
元
の
材
料
で
村

の
建
設
業
者
の
施
工
）の
活

用
な
ど
産
業
の
振
興
を
踏

ま
え
た
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

各
大
字
の
小
規
模
分
散

型
宅
地
造
成
、
青
年
の
移
住

定
住
策
に
向
け
検
討
す
る
。

商
工
会
、
議
員
と
し
て
も
提

案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

環境の維持管理をする
　　　　　組織を設立する

環境公社の設立で
　　　村の環境を守るべき

村  長

環

境

保

全


